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ABSTRACT

　　　　　Kamo．Daito　area　is　main1y　occupied　by　hornblendc－biotitc　granodiorite

and　biotitc　σranitc　which　intrud（id5nto　Cretaccous　volcanic　rocks　during　the

P・・i・df・・mL・t・C・・t・㏄…t・E・・lyP・1・・g・…　Athi・kw・・th・・i・…　neis

d。。。1．p。ポmd・・・…f・・…　i1／・y・・iパh…　g…iti・…k・・P・・ti・・11・・1yin

9・…di・・i・・．Th・w…b・・i・g・・・・…1・・di・id・di・t・・b・・ゼ・・・…工・II・・dIu・

byth・・t・t・・fw…h・・i・g一工・th・・・・・・…igi・・lt・・t・・・・…　g・・…11yp「・・

servcd　in　thc　wcathcrcd　rocks，which　ar（l　cal1cd　grLlss，sapro1ite，or“masa”in

，rl，p・・…．R・・k・・f・h・・㎝・工・…ligh・lyw…h…d…k・・fb・・w…1・・…d

．fb・。d・・…　light！y・m・1！・・th・・th・t・ff…h…k・・Inth・・…I工・…k・a・・

川ore　wcathcred　than　in　tbe　zonc　I　and1ike1y　to　bc　crし1shcd　into　sandy　sLlbstance

P。。・i・・1・y．Whn・…k・i・th・・…　I工I・・…m・・k・bly・・f・with・…id…b1・

amount　of　clay－size　substanc（j．　This　zoning　is　fair1y　conformab1e　with　changes

i・bu1kd㎝・ity（…　pP・…td・n・ity），パ・・h・…　d・…titu・・tmi・…1・・

　　　　　　F1．t。。。f・。。・・nd…t・・gu／・・fl・t－fl・…　／・・f・・…　fd・1・・…　d…1・p・d

m・i・いηtb…　1…1・・f150－200m，80－120m，汕／30－60m・工ti・・…id…d

that　thcse　surfa㏄s　of　the　thr㏄1evc1s　formed　by　intermittent！owering　of　the

basc　h・、’（・1or　by　jntし三rmittcnt　up1ift　of　th（・area　in　the　period　from　Ear1y　to　Late

Pl・i・t・・…．工・g㎝…1，th・w・・th・・i・g・…，th・・…　Iエエp・・ti・・1・・1y・i…　一

m・・k・b1yd（1・・1・p・d・b…th・…f・…i・…h・f・h・1…1…dp…lyb…ath

them　in　the　arca．From　this　re1ation　between　the　weathering－zone　strしlcture　and

th。・・p・g・・phi・f・・t／ぱ・・，iti・・…id…dth・tth・m・i・p・・t・fth・w・athc・ing．

70ηc　structurc　and　the　zonc工工I　were　formed　during　P／cistocene　Epoch　and　that
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・h・ym・y・・tb・・h・・g・di・fut…　i・・u・h・・h・・ttim・・・・・・…ld…d…

　　　On　Ju1y18．1964，1an（ls1ides　occurrcd　prcdominantly　in　the　surface　soil

l．y。。。f・・・…wh・…h・・…　I工i…m・・k・blyd…1・p・d…dth…neIII

P…1y；・・di・…th・・・・…　f・・m・・k・b！・d…ll・pm・・t・fth・・…　III・1・nd一

。1id。・。・（・・…dp・・d・mi…t！yi・d㏄pw・・th・・i・g・・n・・R・・・…y・）fp・t・・ti・l

for　future　landslide　rnay　be　ready　in　the　zonc　II工and　s1ow　in　thc　zon（1II．
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　　　　　1．序　　言
　　　　　花陶岩類地帯には，近年しばしば大災害が発生

　　　　している．その例として，1938年7月の六甲山

　　　　（災害科学研究所，　1938），　1953年8月の南

　　　　山城（京都府，1957），1961年6月のf戸那谷

　　　　（林野庁治山課，　1964），そして・　1964年7

　　　　月の島根卯大原郡加茂。大哀地方等をあげること

　　　　がてきる．これらの例ては，山腹，谷頭，渓岸な

　　　　どにおける著しい崩壊，ヒ砂の流出，河川のはん

　　　　らんがひき起こされている．これらの災害発生の

　　　　重要な原因とみなされるものは，これらの地帯を

　　　　構成する花嗣岩類が著しく風化していること，お

　　　　よび，そのような地帯に記録的集中豪雨があった

　　　　こととされている．

　　　　　花崩岩類地帯ては，一般にほさ」とよばれる

　　　　原岩の組織を残し，しかも砂質あるいは粘士二質の

　　　　厚い風化帯が地表下に形成されている1、！二㌧えば，

。　　　小出，1952）1この．止二には，主としてこのよ

　　　　うな風化帯からもたらされた表層十壌，崖錐，沖

3．｛

4．討
　4．1

4，2

1．3

1．4

風化帯構造の概要　　　　　　　　・〕り

　風化帯の分布と地形，原岩地質

　と（り関係　　　　　　　　　　　　’’Hり

　風化断［自i　　　　　　　　　　’■2い

　論　　　　　　　　　　　　　’ドjユ

崩壊と風化侃：の分帯および粥造と

　　　　　　　　　　　　　　　・i121

原与■1質の風化帯形成に対する影響…12：1

地形発連史からみた風化帯の形成…1！二三

　地形而　　　　　　　　　　　…12：3

　地形巾iと風化帯構造との関係　　・12〕

　地形1幻発達史からみた風化俳構

　造の発達史　　　　　　　　　・一25

崩壊のポテノソヤルと風化帯構造…12G

積堆積物がお・拾っている場合が多い．1二記の災害

は斜面表層部を構成するこれら風化帯と，■L壌や

堆積物からなる部分の崩壌・浸食と，これによっ

てもたらされたf二砂れきの運搬の過程とみなすこ

とがてきる．この場合に，崩壊がどのような位置

において，どのような規模と形態をとるかとし（う

問題がある．また，　・度大きな災害の発／止した地

帯ては　．種の免疫性（小出，　1955）を獲得し次

のかなり大きな降雨によっても崩壊を起こすこと

がないのに対し，他の場所では崩壊を繰り返した

り，著しく浸食を受け続ける場合がある．このよ

うな差は何に起因するであろうか．このような違

いをもつ榑々の場所は空間的にどのようなひろが

りをもつであろうか．これらの問題の解明には風

化帝の立体像を明らかにしなければならない．本

報ではこれを風化帯構造とよぶことにする．

　花闘岩地帯風化の研兇は，・・方に倉いて，i1壌

学的興味の対塚として主としてト壌断面における

fヒ学的，鉱物学的変化を対象としている．この檀
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鳥根県加茂・人東花鵠岩搬他併にふ・ける風什帯の榊追と崩壊一人八木

の研究では，り1材のほさ」からの11壌形成に重

点がお・かれ，原岩の「まさ化」については重点が

おかれていない．また，他方では止二木関係者によ

る研究があり，士木構造物の基盤としての花闘岩

類と，その風化帯に関心が払われている．しかし，

この場合には■ザとして「まさ」をとりのそいた末

風化岩あるいは・軽度に風化した部分幸申題とし

ている．これら両種の研究ぱ花閉岩類地帯の風化

について寄与するものである．しかし，いずれの

場合にも，崩壊に重要な関連をもつほさ」の部

分には重点がおかれていないようであり，「まさ」

を含めて風化帯の立体的ひろがりについては，ほ

とんど関心がはらわれていなかったようである．

　本報では筆者は，島根県加茂・大東地域に分布

する花嗣お類地帯において，風化帯構造のはあく

を試み，その発達史および崩壊との関係を考察し
た．

132o　　136o

㌧戸
一34o、

140。
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図一1 調査地の位置

　2．調査地域の一般地質

　当調査地域は宍道湖の南方，’また大東モリブデ

ン鉱床群の北東方に位置している．地域の地質は

島根県地質図（西山・三浦，　1963），三浦

（1966），安藤ら（1968）に記載されている．

それらを要約すると，地域西端郡に上部白亜系の

流紋岩・石英安山岩質溶結凝灰岩類が分布し，こ

れを貫く花鹿せん緑岩体が地域の大部分をしめ，

この北側に黒雲母花崩岩体が帯状に分布してし・る．

地域の西北端部には，中新統大森累層の安山六類

があり，黒雲母花崩岩とは断層関係で接している．

赤川お・よびその支流の河岸には，しぱしぱ段斤面

があり風化した花闘せん緑岩の1二にれき・砂・粘

止からなる未，または半固結の堆積物，拾よぴ，

そのヒに未固結の浮石質火山灰層がのっている．

前者の・一一部は松江付近の更新統乃木層に対比され

る．後者は三瓶火山の新期の活動に由来し，松江

付近の古志原浮石層に対比されてし・る（三滴，

一115一一



雛麟犠潮る瓢難磁繍暮機欝㌔㌢楓

1966）．

　地域周辺部の火山岩類からなる地帯は標高300

m以上のややけわしい地形をなしているのに対し，

花崩せん緑岩の地帯は標高100m～200mの起伏

のゆるやかな丘陵性の地形を示している．また・

黒雲母花商岩の地帯は花闇せん緑岩地帯よりも起

伏の大きい地形となっている．当地域の花崩せん

緑岩に類似した岩質をもつ花崩せん緑岩は頓原町

付近，横田町付近，仁多町などに分布し，それら

の花闇せん緑岩地帯は周囲の花商岩やその他の岩

石の地帯より標高が低く起伏の小さい地形を示し，

当地域と類似の地形的特徴をもっている．このこ

とはこれらの地方では花闇せん緑岩が周囲の岩石

よりも浸食されやすい特徴をもつことを暗示して

いる．

　＆　花陶岩類における風化帯

　本報では風化帯，未風化帯という語を次の意味

で使う．岩石の新鮮な部分を未風化帯と呼び，や

や風化して鉱物。化学的変化，軟弱あるいはもろ

くなりかけた部分から表土層をのぞく「まさ」状

の部分までを風化帯と呼ぶ．したがって土壌断面

の主として0層と，D層の’部が風化帯にはいる．

また，B層の一部がこれにはいることもありうる．

な拾，「まさ」という語は花嵩岩類の組織を保存

したま’ま風化した部分，およぴ，そのような部分

から由来する砂質土の二とおりに使用されている

が，本報では前者の意味に使うことにする．

　　a1　未風化帯

　花尉せん緑岩

　本岩は当地域の主要部をしめていて，山本

（1954）の大東花崩せん緑岩，石原（1966）

のせん雲花崩岩（Gd）と同’岩体である．当地域

では本岩の未風化帯は，大東町北東部遠所の渓流

ぞいにみられるほかは谷の遷急点付近にごく小さ

な露頭あるいは玉石としてみられるにすぎない．

　本岩は完晶質，等粒状，中粒，やや優黒色で，

露頭程度の．スケールでは，か左り均質な岩体であ

る．しかしこぶし大の捕獲岩状包有物をしぱしば

もつこと，拾よび西縁部に緑辺相とよぱれている

（三浦，1966）本岩の主要部と黒雲母花嵩岩と

の中間的鉱物組成のもの，拾よび局所的にやや優

白質の部分をもつことがある．本岩体中にはアプ

表一1 花嵩岩類の鉱物量比

　花
　嵩

　ぜ

　ん
■　縁

b．65㎜21－6
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■9．65珊20－7E

：　h．　65X皿21－5
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1O・O　i

14－91

18．3－

13，7　■

10・91
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43，5

60，1　■

54・O」
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1．7

1・り

…1

3．2

6－2

4，5

2，6

3．7

231

1－71

1．9　－

O．9
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100．O1

1000i
1O　O．1

100．1

33，9

41．4i

47・5！

34・8．

35，71

8．O　大東町八十適路

11．8　加茂町湯屡谷西方

…1加茂町岩倉

・・」加茂町雛谷

10，4：大東町」＝仁和寺

1㌧；ギ、1：1，1－LエムLlL1箒な

ライトは少なく，ペグマタイトはほとんどみられ

ない．本篶の主幾鉱物と蟹1比は（表一1），イf英

21～29％，斜長石44～60％，カリ長石9～18

％，角せん石1～4％，黒雲母（緑でしへ石も含む）

4～8％てあるが，縁辺相では石英，カリ長石が

増加し，斜長石・有色鉱物が著しく滅少している．

木1－1士蜜部では，石英，斜長石，カリ長石は径

0．5～1．mの優白色集合体をなし，その周囲を有

色鉱物が細長く，ほぼ連続的に何み肉眼的規模で

は納状の組織が認められる．この組繊は本1岩の風

化しやすさに重要な意味をもつと考えられる．

　黒雲母花聞岩

　本岩は花1“せん緑岩の北側に，当地域東部から

北部へかけて分布している．本岩は完晶質，等粒

状，中粒でやや赤味を帯びた優〔色を呈し，本岩

体中にはアプライト脈が多い．本岩の1ヒ要鉱物は

石英30～37％，斜長石23～39％，カリ長心

27～39％，黒実甘2～4％（三浦，　1966）で

角せん石は含まない．有色鉱物が著しく少なく，

花嗣せん緑岩にみられるような網状組繊はほとん

どみられない．
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島根県加茂・大東花嵩1岩類地帯における風化帯の構造と崩壊一大八木

　　　3．2　風化帯の分帯

　風化帯では，未風化帯付近から表土層近くまで

の間において，力学的諸量，比重，孔げき率，粒

度分布などの物理量，化学組成，鉱物組成などの

諸性質について，広い範開にわたって変化する．

　しかしながら，これら諸量を野外で広域にわたり

測定し，その変化の立体像をはあくす季ζとは困

難である．ハンマーの打撃に対する風化帯の抵抗

は広い範囲の差があり，しかも，のちにのぺるよ

　うに〃値・硬度，比重，粒度，あるいは肉眼的，

顕微鏡的規模の風化程度，X線分析による構成鉱

物の変化との対応が認められる．したがって，本

報ではこれをおもな基準にして，次のように風化

帯の分帯を試みた．

　1　帯

　本帯の岩石は褐色を帯びているほかは原岩の組

織，組成鉱物に著しい変化のない風化岩である．

これば・ハンマーの打撃に対してはかたく，ハン

マーが岩石中にめり込むことはない，しかし未風

化岩に比較してかなり割れやすい．本帯は未風化

帝に接し，一般的にその上にあり，しぱしば未風

化岩の玉石をもつ．

　皿　帯

　本帯の岩万はかっ色ないし灰かっ色を呈するか

たい「まさ」である．これは肉眼では黒雲母，角

せん石がかなり風化した」二うに見える．しかし，

原岩の組織はほとんど乱されていかへ本帯の岩

石は約1m上から自重でおろしたハンマーが1～

2cmしかはいらぬかたさをもち，さらに強い打

撃に対して，直径1Cm以下の小れき，砂粒状に

散乱するのみで粘ちょう性に欠けている．このた

め塊状試料の採集が困難である．この場合，やや

大きな粒子は，先にのべた石英，斜長石，カリ長

石からなる優白色集合部であって，黒雲母，角せ

ん石などからなる優黒部によって0．5～1cmの網

目状に区切られた部分である．

　1　帯

　本帯の岩石はかっ色，黄かっ色ないし灰かっ色

を呈し，著しく風化して軟弱，かつ多小粘ちょう

性をもつ「まさ」である．これは，肉限的規模で

は，原岩の組織はあ重り乱されていない．約1m

上から自重でおろしたハンマーは，本岩中に数

Cm以上はいり，あるいは露頭の表面を容易にく

ずしてしまう．本岩は粘ちょう性があるために塊

状試料を取りやすい．本帯に属するものは，皿帯

に近い性質のものから表土層に近い性質のものま

であるので，以下のように本帯は三つに区分され

る場合がある．

　Ia帯　これは皿帯に近い性質をもつ部分であ

　　　　り，一般に皿帯の直上に位置する．

　lb帯　　これぱ1帯の代表的な部分であつて，

　　　　上の皿帯の記載は主として1b帯を表わ

　　　　している．

　皿C帯　これは表土層に近い性質をもち，非常

　　　　にやわらかレ・部分である．

　　3．3　風化帯の岩石学的特徴

　上の各帯の立体的ひろがりについては3．4にの

べる．これに先立って各帯の岩石学的特徴の概要

を記載しておく．

　みかけ比重と粘土分含有量の変化

　花陶岩の風化程度が増大するにつれて，その風

化岩のみかけ比重（または全比重bu1k　density）

が滅小し，風化岩中のカオリノ鉱物の量が増加す

る例が知られている（Grant，1963）．　当地域

の花嵩せん緑岩帯の「まさ」についてみかげ比重

み

か

け

比
1互

2．5

2，O

1．5

0　　　　　10　　　　　20％
I　n　㎜・　mb　　　　皿。
　　　　　粘．’二分の垣録比

図一2　rまさ」のみかけ比重と粘土分

　　　　重量比との関係

1，皿……は風化帯分帯の各帯における

rまさ」に含’まれる粘土分の平均重量比
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と「’まさ」中の粘土分重量比との関係を図一2に

示した．みかけ比重はGrant（1963）の方法に

より，粘土分は水簸法により分離し測定した．

　みかけ比重は花商せん緑岩の未風化帯では2■1

～2．59，皿帯では2．54～2，131帯では2．19～1．44

の範囲にある．各帯の粘土分平均値は皿帝3．4％，

la帯6，8％，lb帯11．3％，□c帯ZQ．O％であ

る．図一2は，未風化帯からlc帯へ変化するに

つれて，風化岩は急激にみかけ比重を減じ，粘土

分が増加することを示している．みかけ比重1．7

以下では粘土分の増加に比し，みかけ比重の滅小

はにぶつている．

　三浦（1966）の測定した硬度と，筆者の分帯

との関係につし（ていえば，皿帯は35kg／cm3以

上，1帯は35～3kg／cm3の範囲にはし（る．重

た安藤ら（1968）の行なった標準貫入試験との

関係は試験地点の露頭観察から，皿帯は〃値35な

いし40以」二，皿帯は35以ドと推定される．

　組織と組成鉱物の変化

　さきに，「まさ」は原岩の組織を残存したまま

風化した部分であるとのぺた．しかし鏡下で観察

すると，風化の程度に応じて組織の乱れが認めら

れる．花商岩類の多くの組成鉱物は地表付近の温

度，圧力，その他の諸条件下では不安定であるの

で，風化作用の進行にしたがって変化する．

　1）1　帯
　本帯に属する岩石の組織は鏡下でも原岩のそれ

とほとんど変わっていない．しかし，組成鉱物に

は多小の変化がみられる．黒雲母では粒子の末端

部から底面にそってくさぴ状にZ二黄色の層状鉱

物が形成している．この場合，黄色の層状鉱物は，

黒雲母とへき開面，光学的方向を共有しているこ

とから，黒雲母から変化したものと考えられる．

黒雲母の母晶はこの部分に向かって扇状にひろが

り（図一3）底面に垂直方向に膨張した．ことを示

している．未風化帯の花崩せん緑岩には緑でい石

が存在したが，本帯においては緑でい石は著しい

変化はみられない．また角せん石にも変化はみら

れ在い．

　　　　　黒雲母

　　一
　　　　　　／黄色層状鉱物

図一3　黒雲母母晶における変化

　斜長石，石英ではこれらを切る亀裂ないし割れ

目は未風化岩よりも増加し，これらの割れ目をか

つ色の物質がみたしている．カリ長石にはほとん

ど変化はみられない．

　2）皿　帯

　本帯の岩石（「まさ」）では石英，斜長石，カ

リ長石を切る規貝1」的（平行な），あるいは，不規

則な割れ目が全体に発達している．これらの割れ

目には，黄色の層状鉱物がはいっていることがあ

る．

　黒雲母はすぺてZ二黄～黄かっ色に変化し，結

晶の外形は著しく湾曲している．角せん石は細粒

物によってやや不澄明化しているほかは著しい変

化はない．斜長石はへき開に平行，あるいは網状

の割れ目が多く，細粒の物質が増加して不澄明に

なる．カリ長石と石英は割れ目が発達するが新鮮

である．

　本帯の粉末試料を1帯のそれとX線回折によっ

て比較すると，図一4に示すように，黒雲母の底

面の回折線は薯しく弱くなる．これに対して，長

石の回折線は著しくは弱くならない．角せん石の

場合は両者の中間的である．

　3）1　帯
　肉眼では組織の変化は明らかではないが，鏡下

ではO．5mm前後の幅をもつ一種の“破砕帯’’が

黒雲母　　角せん石　　長　石

皿帯

皿
帯
I
帯

　図一4　風化帯分帯における原岩の構成

　　　　　鉱物の滅小

注　黒色部分は横軸に出現度数，縦軸に回折線

　　の平均強度をとり，鉱物のおおよその含有

　　量を示している．
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顕著に発達してし（る場合が多し（．この部分は石英，

長石（主としてカリ長石），無色～黄色の層状鉱

物の小片（0，1mm前後）と，微粒状鉱物（0．O1

mm以下）の集合からなっている．

　黒雲母はすべてZ二無色～黄色，1またば灰色～

黒色，X二無色の層状鉱物に変わっでわり，しぱし

ぱ湾曲し，あるいは小粒に分離している．X線回

折では10Aの回折線はほとんどみとめられない、

角せん石はへき開にそう割れ目に層状鉱物がはい

り，全体に著しく不澄明化する．斜長石は，ほと

んど微細粒子がおきかえ，不澄明になり，割れ目

には層状鉱物がはいっている．しかし，かなり風

化した斜長石でも，粘土鉱物の回折線はほとんど

現われない．カリ長石は多少不鮮明になり，石英

は亀裂が多いほかは著しい変化は認められない．

　以上のことから，当地域の花嗣せん緑岩，黒雲

母花樹岩における主要造お鉱物の風化しやすさの序

列は，黒雲母一角せん石一斜長石一カリ長石一石

英の順になる．この序列は，黒雲母と角せん石の

順序が逆になつている点に拾いてGo1dich

（1938）のものと異なっている．岩石を構成す

る鉱物が，上の序列の左側のものが多いほど，そ

の岩石は，鉱物粒径，組織が同程度ならぱ，すく

なくとも当地域の受けた地質，気候条件Fでは，

風化しやすく，右側のものが多いほど風化しにく

いということができる．

　’また，風化作用の進行につれて岩石組織がしだ

いに乱れていくことも見のがす～二とはできない．

風化の進行につれて，力学的強度の滅少が対応す

るのは，風化による個々の鉱物粒子の力学的強度

の減少のほかに，上に述ぺた組織の乱れも影響す

るであろう．

　　3．4　風化帯構造の概要

　先にのべた各帯は一般に深部から表層へ向かっ

て未風化帯，1帯，皿帯，la帯，1b帯，lc
帯，表土層という順序の累帯（Z（〕ning）を示し

ている．これは，全体としてこの系列をもつとい

うことであつて，一つの露頭ですべての帯が必ず

見られるということではない．

　各帯の厚さは地域によって著しい差異が認めら

れる．たとえぱ，加茂町大竹付近では1帯の厚さ

は1m以下で，しぱしぱ表土層の下はすぐ皿帯と

みなすことができる．また，加茂町加茂中付近で

は表土層の下に10m以上の厚さを有する1帯があ

り，露頭では皿帯，1帯，未風化帯を観察するこ

とができない．このような，各帯の地表付近にお

ける分布状態のかたよりはどのようなひろがりを

もつであろうか．図一5＊は，この点を表現する

ために，表土層下に発達している風化帯の分布を

示したものである．この図をもとにして，各帯の

分布と地形，原岩地質との関連性を以下にのぺる．

　風化帯の分布と地形，原岩地質との関係

　1）未風化帯，およぴ1帯の露出しているのは

おもに地域の東部であって，遠所川中。上流，山

田川上流，およぴ幡屋川上流などの河岸，河床に

みられる．未風化帯はとくに，これらの谷の狭さ

く部，遷急点付近に多く見られる．

　地域北東部の丸倉山，大平山，八十山は標高

400m前後の当地域としてはけわしい連峰と在っ

ていて，未風化帯，あるいは1帯の広大な地域と

なっている．この原因は，これらの山体は熱水変

質作用を受けて硬化した花崩岩からなっている

（三浦，談話）ことによるのであろう。

　地域中。西部では，未風化帯，1帯は散点的に

しか分布していない．これらは，一般に玉石の多

い部分として小さい谷の遷急点付近に存在してい

る．このことは，東部の例とともに，後にのぺる

風化帯の形成，地形発達に関連し重要な問題をも

つている．

　2）皿帯の卓越している地帯は，a）東部の大
　　はるえ
東町針江一西谷を結ぶ線より以東の地域，b）中

央部の加茂町加茂中の西から湯屋谷へいたる帯状

の地帯，C）西北部の加茂町大竹から中山へいた

る帯状地帯である．

　a）の地帯では遠所川・別所谷，山田川に沿う

斜面において未風化帯，および1帯をとりまいて

皿帯の分布がみられる．地形は後述する中央部，

南西部の1帯の卓越している地域に比較して起伏

量は大きく（60m以上／250m方眼，河野ら，

1968），　谷のこう配は急であり，谷幅は狭く，

全体としてけわしい．

　針江から西谷を結ぶ線を境として，その東に皿

帯が卓越する地帯があることは，この方向の断層

の存在，あるいは，この線を境として原岩質の相

異などが考えられる．しかし，野外では断層の証

拠は認められない．この地帯には，カリ長石・石

英のやや多い優白質の部分が局所的にあり，その

ような所は針江小学校北のように周囲よりも比高

＊I帯は，一般に未風化帯と皿帯との境界付近にみられるが，きわめて薄いので図には表現しなかった．
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の高い部分がある．しかし，未風化岩のモード分

析では他の地帯と明らかな差は認められない．

　b）の地帯では大西から高麻山を経て北東への

びる尾根は標高190mに達する部分があり，付近

の地帯よりもけわしし（地形をもっている．この特

徴は，この地帝の尾根付近を走る幅の広い安山岩

質岩脈によるものと考えられる．しかし，皿帯の

牽越する原因ぱ明らかてはない．

　C）の地帯は大竹から中山へかけて分布する黒

雲母花陶岩，およぴ，この南・延野，神原へかけ

て分布する花崩せん緑岩縁辺相（三浦，　1966；

安藤ら，　1968）とほぼ］致する．したがって、

この地帯に関するかぎり，□帯があまり発達せず

皿帯が卓越していることは原岩質の性質によると

いうことがいえる．この地帯は，他の皿帯の卓越

した地帯と同様に，1帯の車越した地帯に比較し

てけわしい地形を示す．

　3）1帝の卓越した地帯はa）地域南東部の大

東町下分（針江の南）から幡屋，仁和寺へいたる

地帯，b）地域中・西部の加茂町東谷，新宮，猪

尾，南加茂を含む広大な部分，および，C）皿帯

の卓越した地帯に小面積で点在するものなどであ

る．

　a），b），の両地帯は漂高100～120m以F，

起伏量小さく0～50m（河野ら，　1968）の丘陵

性地帯となっている．こう配のゆるやかな，幅の

広い“平底で長方形に近い（黒田，1966）”・」・

谷が無数に発達し，水田として農耕に利用されて

いる．以F，このような谷底面を平たん谷底面と

よぶことにする．これらの小谷を隔てる丘陵は，

脚部の急傾斜な凸地形（con・ex　hi11，あるい

は上昇斜面），または，脚部が崩壊によって形成

された急崖からなる特異な形態を示している．

　C）の地帯では皿帯の卓越する地帯に点在する

1帯の分布地は，付近の谷底から30～5qm上の

平たん面・あるいは小起伏の丘陵となっており1

標高は120～180mぐらいである．この一例は大

東町宮内谷の尾根にみられる．この付近では，谷

底とそれにそう道路には1帯，あるいは玉石の露

出がみられ，皿帯が谷底から20～30mの高さ重

であり，この上に口帯がみられる．その上部には

厚さ10m以上の1c帯があり，さらにこの上に三

瓶火山に由来したと忠われス火山灰がおおってお

り，またシルト層がお・圭・っている場所もある．遠

所川の中流付近は渓谷的である．しかし，河床か

ら比高30～60m．止にあるF鵯，あるいは越木谷

付近でぱ，a），b）地帯のような丘峻性の地形を

示し，こう配のゆるやかな長方形の平たん谷底面

が良く発達している．H帯はこの平たん谷底面上

にのる小起伏の丘陵にみられる．

　風化断面

　皿帯，あるいは凹帯の卓越した地帯で，地表か

ら地ドヘむかって風化帯はどのような分布構造を

もつているのであろうか．Hongkongの花蝸岩地

帯では凹形の丘陵（concave　h〕1）では上部は

斜面の急速な後退によって新鮮な岩盤が露出し，

斜面中腹部，脚部，ベディメソトの部分では風化

帯が厚くなるような断面を示し，地形の回春に」二

って下流に生じた支谷の’まわりには凸形の丘陵

（convex　hi11）が生じ，ここでは風化帯はほ

ぼ水平な層状となっていて尾根線直下が風化帯の

最も深いところとなつている（B（・rry　and

Ruxton，1959）．三河高原，吉備高原，西条

盆地などでも，上の二つのタイプが認められ，こ

の場合にはconvex　hi1lに拾ける風化帯の水平

化は老年期的地形による浸食速度の低下によると

いう考え方がある（柏木，1963）．いずれにし

ても，風化断面などで代表される風化帯構造の解

明は風化帯発達の地史を考える上で重要である．

花崩岩地帯の崩壊がどういう形をとるかという問

題も，風化帯構造に大きく左右されるであろう．

この場合には，精度の高い丘陵単位の断面が要求

される．

　風化帯構造は通常の地質図学的方法では描くこ

とはできない．路面の切取部分は地表付近に隈ら

れるので，深部の状態は試錐，あるいは，これに

よって十分対比された物理探査によらなけれぱな

らない．当地域で行なった試錐は深度，本数とも

に不十分であったが，それにもかかわらず重要な

情報が得られた．

　1）小丘陵の横断面

　11〕　凹帯の卓越した地帯に拾ける風化断面は加

茂町中村（図一6a），および大東町上佐世（図

’6b）によって代表される．これら2断面では

等〃値線は山脚付近において地表にやや平行であ

るが，尾根のF方では地表の傾斜よりはるかに緩

傾斜になり水平的になる．したがつて，〃値から

推定した皿帯は山脚部では薄く，尾根では厚い．

　（2）　皿帯の薄い延野における断面（図一6c）

では，等〃値線は山脚から尾根付近まで地表面に
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矢印は試錐位置，2－1，2i2，…
ば試錐番号，断面内の数値は〃値，Sは

表土層，dは崖錐をあらわす．

ほぼ平行であり，〃値から推定した1帯の厚さも

ほぼ一様である．

　／3〕　皿帯の卓越する地帯でば試錐資料を欠いて

いる．崩壊あとの観察によると，表土層と皿帯，

あるいはごく薄い皿帯と1帯の境界は斜面に平行

的である．1帯と皿帯の境界は，大竹北方の例で

は，地表下12m付近で地形に平行的に分布してい

る（安藤ら，　1968．試錐No．5倉よぴ電探御」線

No．13から推定）．

　2）地域の断面

　上の風化断面，分帯地質図，試錐資料，電探資

料をもとに当地域の風化帯の断面図を図一7に示

した．1帯の厚い場所は標高30～80mの丘陵性

地帯，標高80～120mの尾根，谷頭付近，拾よ

び，東部の標高110～190mの所にみられる．こ

れらは分帯地質図における1帯の卓越した地帯に

ほぼ一致する．なお，これら三つのそれぞれ標高

の異なる地帯は，地形的に別の位置にあり，この

問題については後に考察する．

　4．討　　論
　　4．1　崩壊と風化帯の分帯および構造との関

　　　　　係

　河野ら（1968）による崩壊悉皆調査の原資料を

もとにして，崩壊と風化帯との関係をみてみよう．

　図一8ば皿帯，および1帯の卓越した地帯に拾

ける崩壊の深さの度数分布である．皿帯の卓越し

た地帯では，崩壊の深さは40cmが最大で，40

～60cmの範囲が多い．これに対し，1帯の卓越

した地帯では，崩壊の深さは80cmが最大であり，

かつ200cm以上のものが3％もある．後者は大

部分地すぺり的形態をもつものである．皿帯の卓

越した地帯と1帯の卓越した地帯との間で，この

ような差が生じた理由は何によるのだろうか．

　表一2は上に取扱った崩壊の崩壊面が風化断面

のどの位置にあるかを表わしている．この表にお

いて，「玄さ1」は風化帯のごく表層部，あるい

は最上部を表わし，「重さ2」は風化帯の内部，

あるいは深部を表わしている（河野ら，1968）．

皿帯の卓越した地帯における崩壊は「まさ1」，

すなわち，風化帯の最上部で滑落するものが多く，

66．7％に達するのに対し，「まさ2」，すなわ

ち，風化帯の深部に拾よぷものは30．0％と少な

い．一方，1帯の卓越した地帯の崩壊では，「ま

さ1」で滑落するものが32．9％・　「まさ2」に

及ぶものが65．8％となっている．したがって，

一121一
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　　　　　　崩壊の深さ　　　以上

図一8　皿帯または1帯の卓越した地帯

　　　　における崩壊の深さ

　　　　河野ら（1968）の悉皆調査原資

　　　　料にもとづく．

崩壌面は皿帯の卓越した地帯では風化帯を深く切

りやすく，皿帯の卓越した地帯では風化帯を深く

は切りにくいといえる．そして，このことは，崩

壊面が皿帯は切りやすいのに対し，皿帯は切りに

くいことを暗示しているのである．

　これら二つの帯にお・ける崩壊の代表的例を図一

9に示した．皿帯の卓越した大竹の例では，風化

帯分帯の境界面は地表面に平行的であり，□帯は

ごく薄いか，あるいはほとんど欠いている．その

ために表土層と風化帯との境界は硬度あるいは透

水度の差が大きい．崩壊面は皿帯をほとんど切る

ことがない．この場合の典型的崩壊は，主として

表土層と風化帯最上部からなる表膚板状体（小出，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S
　　　　　　　　　ひS　　　　　　．延∵
　　　　　　　　〃1・皿　　　　、ダー二一一皿

』！蝋・・ン　　　．三11・ニニ三㌢．・・．I、二　　卜・・

　　　a．　　　　　　　　　b．

　　　　図一9　崩壊の断面

a：皿帯の卓越した斜面における典型的

　　な崩壊（表層型）

b：□帯の発達した斜面における典型的

　　な崩壊（深部型）
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表一2 崩壊面の位置

崩壊面の位置㈱　　表土A

皿帯の卓越している地帯

］1帯の卓越している地帯

颪・；丁□T一岩％1
2．7166．7；30．0　0・7
．一＿＿」一＿　　　　　　　　　　一＿　　一一＿＿＿一＿1

2．5　！　32，9　　　65．8　　　　工．3　！

この表は河野ら（1968）の原資料から，著者の分帯にもとづいて再綿した．

1955）の崩落した，表層型崩壊（三浦，1966；

安藤ら，　1！、“〕とでもいうべきタイプのもので

ある．1帯の卓越している地帯では，風化帯分帯

の境界は地形断面よりも水平的てあり，しかも，

□帯は通常深く発達している．崩壊面は皿帯を深

く切る。○が一一般的であって，崩壊は深部型といメ．

るタfブ’である．“）場合の崩壊由iは節理面に　・

致する場合が多く（一三浦，1l）66；安藤ら，1968），

’また節理血のない郁分を切る場合もある．

　　4．2　原岩質の風化帯形成に対する影響

　花崩岩類が古生層，中生層，火山岩類，変成岩

類（片麻岩をのぞく）と接する地方では，一般に，

前老の占める地帯ば後者の占める地帯よりも標高

の低い起伏のゆるやかな地形をなしている．その

原因は花崩岩類がこれら他の岩石よりも風化。浸

食されやすいためとされている．当地域の地形的

特徴は，上の一般的経験論と矛盾していない．

　大東町飯田の段丘堆積物のれき檀（表一3）は，

大部分は安山岩その他の火山岩で占められ，花闘

岩類としては，風化したアプライトおよぴアプラ

イト質花闘岩は13．8％ある．しかし花商せん緑

岩は全くみとめられない．露頭の基底，拾よぴ周

囲は花闘せん緑岩であるので・このれきがないこ

とは，堆積当時花闇せん緑岩が著しく風化し，近

くへの運搬作用に対してもれきとして残らなかっ

たためと考えるべきであろう．なお，アプライト，

表一3　段丘堆積物れき層中の幻き種

　　　　大東町飯田木次線沿線露頭

岩　　石　　名 個数 ％

アプラィト，アプライト質花崩岩 9 13．8
安山岩，玄武岩 26 40．O

流紋岩，石英はん岩 16 21．6

凝灰岩，凝灰角れき岩 7 1O．8
1砂岩，ソルト岩 7 10．8
一

1頁　岩 1 1．5

計 65 1O1．5
一’　　　　’　　一　　　　　　　　　　　’ 1

拾よびアプライト質花闘岩は花商岩類の中ではも

っとも風化しにくい岩石といえる．

　大竹付近には黒雲母花崩岩，拾よぴ花商せん緑

岩縁辺相（鉱物組成のうえでは黒雲母花商岩と花

商せん緑岩との中問的性質をもつ）が分布してし（

る．この地帯は皿帯の卓越した，ややけわしい地

帯となっており，隣接する花陶せん緑岩の地帯は

1帯が卓越し，よりゆるやかな地帯となっている．

このような，風化帯の発達状態のちがいは，花崩

せん緑岩と黒雲母花尚岩あるいぱ花商せん緑岩縁

辺相との風化しやすさ，風化速度のちがいによる

のであろう．これらの岩石の問には・破砕程度，

粒度に関して大きな相異は認められないので。そ

のような風化速度のちがいは，花崩せん緑岩では

風化序列（3．3）の左側に属する風化の容易な黒雲

母，角せん石，斜長石を他の二つの岩石よりもば

るかに多く含有しているという鉱物組成の差，こ

れに関連して化学組成の差（表一1），拾よび組

織の差によるのであろう．

　しかしながら，かなり均質な花闘せん緑岩の分

布地帯のうちで，地域東部遠所川，別所谷河岸に

1帯，皿帯が広く露出することは，原岩質のちが

いでは理解できないことである．この地帯と地域

中央部との間に風化帯形成後の新しい断層の証拠

はなく，後者の地帯に破砕作用の著しい証拠もな

い．したがって，この地帯の風化帯の特徴は地形

発達史の面から埋解しなけれぱならないと考えら

れる．

　　4．3　地形発逢史からみた風化帯の形成

　地形面

　白亜紀末に花崩岩類がへい入後，地域およびそ

の周辺では浸食作用がいちじるしく行なわれたに

ちがいない、中新世にいたって，地域付近でば東

の大東町東部。八雲村・東出雲村。広瀬町付近，

拾よび西の出雲市・佐田村・掛合町付近に大きな

湾入を生じた，これら両地域の花崩岩類は他の白

亜紀火山岩類とともに中新世堆積盆の基盤となっ

た．この時期に，当地域の花商岩類は半島状に中
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　　　　　表一4　加茂・大東地域の地史

1．酸性火山活動

2．花闇岩類のへし（入

3．浸食作用，準平原化

　　（中国脊稜準平原，吉備高原面？）

4．付近の地帯の湾入

　堆積作用，火山活動

5、瀬戸内面の形成

　　（当地域周辺の300m面）

6．何段かの小平たん面，平たん谷底面

7．一20m　までの赤川の下刻

8．海水面の上昇，赤川とその支川，支谷の埋積

白亜紀後期

白亜紀末一古第三紀初期（？）

漸新世一中新世

中新世

鮮新世一更新世初期

更新世中期一後期の中期

更新世後期の末期

現　世

新世の海面上に露出して，風化・浸食作用を受け

たであろう．当地域の周辺部には，標高300～

400m前後の峰が連なっている．これは島根県東

部の日本海側に帯状に発達する300～400m切峰

面の一部となっている（大石，未発表資料）．山

口県北西海岸に発達している200m前後の面は瀬

戸内面とされて拾り（貝塚・1950）・そこでの

第四紀以降の総上昇量は300～400mである．一

方，当地域付近では第四紀以降の総上昇量は400

～600m（Hatori　et　a1．，1964）であって，

総上昇量と切峰面の標高との比は山口県北西海岸

におけるそれとほぼ同程度である．両地域におけ

る上昇の時期に大差がなけれぱ，当地域の300～

400m切峰面は瀬戸内面に対比されるであろう．

この場合には，300～400m面は鮮新世末期～更

新世初期に形成されたことになる．

　その後，当地域には現在，小平たん面，平たん

谷底面として残された地形が形成された．それら

は，次のようなものである．

　地域東部遠所川，山田川の中・上流域には標高

150～200mの平たん谷底面が発達して一る．地

域中央部には標高80～120mの尾根線と，標高

70～100mの小規模な平たん谷底面で特徴づけ

られる部分があり，またソルト層でお拾われた小

平たん面もある．谷底面付近にはしぱしぱ青灰色

の水平ないし，緩傾斜で成層したれき，砂，シル

トの互層が残存している．

　当地域には斐伊川，赤川河岸に標高30～60m

の河岸段丘面がある．これはれき，砂，ヅルト眉

におおわれ・その上に茶かっ色ローム層・黒色バ

ンド，黄色火山灰層が載っている．れき，砂，シ

ルト層は松江付近の乃木層，および大山付近の高

姫層に対比されて拾り（三浦，　1966），後老は

30，200±3，500年より古いので・40m段丘性平た

ん面は洪積世後期，とくに約30，000年前重でに

形成されたことになる．地域南西部の南加茂一帯

には，標高30～40mの密に発達した平たん谷底

面と，比高30m前後の小丘陵とによって特徴づけ

られる地形がある．この平たん谷底面の一部には，

さきの段丘面に連続する部分が残存している．し

たがって，30～40m谷底面はさきの段丘面形成

時期に形成されたと考えられる．

　上にのべた三つのレベルの地形面形成に関する

時間的相互関係については，次の場合が考えられ
る．

　（1）すぺて同一の時期のものである．

　（2）すぺて別の時期のものである．

　（3〕そのうち二者が同一の時期で他は別の時期

　　　である．

　u）の場合には，下限はわからないが，上限は約

30，O00年前である．（2），あるいは（3〕の場合には，

第四紀のほぼ連続的な海水準の低下あるいは陸地

の上昇（小林，1963）を考えると，先にのべた

平たん面，平たん谷底面の三つのレベルは，より

上位のものほどより古期のものであろう．これら

の面の形成時は，瀬戸内面に対比されると考えた

300～400m面形成後から30～60m段丘面形成
時期にわたるから，早期洪積世後期から後期洪積

世中ごろにわたるものと考えられる．

　30～60m段丘面形成後，赤川流域の浸食基準

面は一20m　（現在の海水準に対し）前後一まで下

　　　＊がった．この時期はウルム氷期の第1～第1V亜氷
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期にあたるであろう．その結果，浸食作用が進み　　　ヒの考察によつて，風化帯の主要な部分，とく

30～60m段丘面，および，この面に関連して形　　に皿帯の発達した部分は地域東部では150～200

成された30～40m平たん谷底面はかなり浸食し　　mの平たん谷底面，中央部では70～80mの遷急

去った．氷期が終わり，海水面が上昇しはじめる　　点，そして，南西部では30～40mの平たん面，

こと（後氷期の海退）によつて，斐f芦川，拾よぴ，　平たん谷底面で代表される各レペルの上側に，あ

赤川の運搬力が衰えはじめた．これにつれて赤川　　る範囲の広がりをもって，水平的に分布している

流域では，とくに浸食作用が衰え，堆積作用が増　　ことが明らかになった．

大した．この傾向は，海水面が現海水準，あるい　　　筆考は，このような風化帯構造の成因に関して，

は，それよりやや上に達したといわれる5，O00年　　次のような仮説を考えている．

前ごろ以降（小林，　1962）著しくなったであろ　　　風化帯が形成されるとき，ある期問，ある領域

う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にわたつて，風化作用がこれよりド側にはほとん

　地形面と風化帯構造との関係　　　　　　　　　　ど進行しないという風化作用の下限面の存在が想

　1）さきにのべたように，地域東部，遠所川，　　定される．下限面が上の領域においてかなりの長

山田川の中上流部下鵯，越木谷付近には，150～　　期問一定の高度に固定されれぱ，気侯，岩質その

200mの平たん面，あるいは平たん谷底面が発達　　他の風化作用に関係をもつ要因が一定なら，下限

している．ここでは，巨視的風化帯構造は地域の　　面より上側によく風化した風化帯を形成すること

断面図（図一7）に示されたように，水平的であ　　になる．この場合，風化帯のF底面ばその位置に

り，］帯は平たん面の上部，あるいは平たん谷底　　風化作用の下限面が停滞していたことを示してい

面の上側に位置する小起伏の丘陵群にある．1帯，　る．下限面を長期間，一定の高度に固定するか、

未風化帯はその下に水平的に分布している．　　　　あるいは，急速に下降するか，という下限面の位

　2）地域中央部の猪尾川東側山地では，標高　　　置を制御する要因は，その領域を含む流域におけ

80～120mの谷頭，尾根線付近に1帯がよく発　　る浸食の基準面の変動であろう．

達している．谷の遷急点は70～80m付近にあり，　　浸食の基準面を重視した理由はFのようなこと

そこにI帯，あるいは未風化帯が露出している．　　による．

図一7に示されているように，1帯（および未風　　　さきにあげた，当地域の例は，風化帯の下底面

化帯）と皿帯，皿帯と1帯との境界面は山頂下付　　がある領域にわたって，平たん谷底面群のレベル

近のある範囲にわたつてほぼ水平的である．この　　にほぼ一致，またはややド側に，これに平行的あ

ような特徴は湯屋谷付近，砂子原，石井谷，宮内　　るいは水平的であって，両考の形成は相互に密接

谷付近等にもみることがてきる．　　　　　　　　な関係にあることを示している．一方，あるレベ

　3）地域南西部，南加茂・神原・三代の地区で　　ルの平たん谷底面群の形成を制御する要因は，浸

は，尾根線は標高60～80mと低く，平たん谷底　　食の営力，岩質などの要因を別にすれぱ，平たん

面は標高30～40mであるので，起伏量は30～　　谷底面群の含まれる流域における浸食の基準面の

40mときわめて小さい．1帯は尾根線，およぴ　　変動であるとみなされる．これら二つの関係から，

山腹斜面に広く分布している，しかし，谷底付近　　風化作用の下隈面の位置を制御する重要な要因と

には皿帯，あるいは1帯が露出することが多い．　　して，浸食の基準面の変動が注目されるのである．

電探御」定結果（測線No．15，安藤ら，1968）で　　　上の仮説をもとに，当地域における風化帯の構

は山頂下約40m付近（ほぼ谷底面のレベルに相当　　造発達史を考察してみよう．ただし，ここてば，

する）に高比抵抗値があらわれている．これらの　　さきに示した地形面形成に関する三つの場合のう

ことから推定すると，風化帯，とくに口帯の部分　　ち，（2〕の場合についてのみ，のぺることにする．

はこの地区に発達する30～40m平たん谷底面よ　　　1）瀬戸内面形成後，おそらく洪積世前期の末

り．ヒ側に存在し，水平的な構造をもつていると考　　期～洪積世中期の初期にかけて，現在の標高で

えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　150～200m付近に浸食基準面が下がり，150～

　地形面発達史からみた風化帯構造の発達史　　　　200m平たん面，平たん谷底面を形成した．地域

＊簸川平野の深井戸資料（経企庁，　1964），拾よび加茂町中村付近の電探No．2の資料（安藤ら，

1968）から推定．
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東部のこのレベルより上側の主要な風化帯の構造

はこの時期に形成されたものであろう．なお・こ

の地区では，現在の河岸，河床にほとんど風化し

ていない部分が露出している理由は，この地区に

おける谷の下刻は，ごく新しい時代に急激に行な

　　　　　　　　　　　＊われたことを示している．

　2）その後，お・そらく洪積世中期の中ごろ，現

在の標高で80～120mに浸食基準面が下がり，

このレベルの小平たん面，平たん谷底面が形成し，

大竹付近から新宮，湯屋谷，石井谷付近へかけて

の尾根線ぞいにみられる風化帯を形成した．しか

し，これらの地区でも，猪尾川，中村川，幡屋川

の中・下流流域の河岸斜面にみられる風化帯は，

これよりも後の時期の風化によると考えられる．

　3）その後，洪積世後期の前期にいたって，現

在の標高で30～60mに浸食基準面が下がり，段

丘面が形成された．この時期には，地域中央部拾

よぴ西部に位置し，沖積地に接する山体の30～

脅0mの部分ははじめて風化作用を受けたであろ

う．この代表的地帯は南加茂・神原・三代の一帯，

猪尾川，中村川，幡屋川の中・下流流域である．

　u）の場合（p．124）では，三つのレベルの上側の

風化帯は，ともに洪積世後期ころ形成されたこと

になる．そして，u）～（3〕いずれの場合によっても，

地域の主要な風化帯構造の骨格は洪積世後期の中

ごろ，約30，000年前までに形成されたことにな

る．

　　4．4　崩壊のポテンシャルと風化帯の構造

　上の考察によつて，表土層形成の問題をのぞけ

ぱ，地域の風化帯の形成は10～20年のオーダー

の問題を取扱う場合には，しかも人工的刺激が著

しくない場合には，問題にしなくても良いことが

明らかになった．この考えにもとづいて，当地域

に拾ける崩壊のポテンシャルの変化について考察

してみよう．

　1）皿帯の卓越した地帯では，一度崩壊した地

点は表層型崩壊に対しては，1帯の卓越した地域

に比較してより長い期間，崩壊のポテンシャルを

失っているとみてよいであろう．表層型崩壊のポ

テンシャルは，かなりの厚さの表土層が形成され

なけれぱ回復しない．皿帯と1帯を比較すると，

これらの諸性質から考えて，皿帯の方が1帯に倉

けるよりもはるかに土壊化しにくいと考えられる．

したがつて，皿帯の卓越した地帯では斜面の側方

＊この点は，（2〕の考え方の難点である．

への（面的な）拡大崩壌か，あるいは新生崩壊が

重要な問題であろう．な拾・奉土層形成の時問的

問題については土壌学の分野からの研究が必要で

ある．

　2）H帯の卓越した地帯では，一度崩壊した地

点であつても，表層型崩壊のポテンシャルを長期

間失ったとは考えられず，また深部型崩壊に対し

ても著しくはポテンシャルを失ったとは考えられ

ない．表層型崩壊のポテンソヤルは，先にあげた

理由によって回復が早いであろう．この地帯では，

1帯は谷底面上に水平的に広く分布しているので，

崩壊しやすい物質の存在量に関しては，小々の崩

壊によっても大きな変化がないわけである．

　1帯の卓越した地帯の崩壊あとは，その後の降

雨によって表面浸食がはげしく，これによって下1

流の河川への土砂の供給が問題になっている．ま

た，1帯は軟弱な風化帯であるので人為的作用を

加えやすく，そのために崩壊のポテンシャルを高

める場合が多い．1帯の卓越した地帯は上にみて

きたように防災上問題の多い地帯であると考えら

れる．
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